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JIFA学資支援が契機となり日本語を学ぶ高校生

自動車技術に関心をもち、日本語を勉強し技能実習をめ
ざす青年と大手自動車メーカーの訪問団参加者との質疑
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JP-MIRAI 第1回現場アカデミー
ハティンTHASENCOを視察

JP-MIRAII(責任ある外国人労働者受入プ
ラットフォーム)*の「現場アカデミー」一行が、
7月28日、JIFAが活動を展開しているハティン
のTHASENCO日本語教育センター(代表Pham 

Hong Son氏）を訪問、学資支援生、日本語を
勉強している学生、帰国技能実習生らと有意
義な懇談の場をもちました。
夏休みに日本語を勉強している学資支援高

校生3名のふるさとの唄も披露され、丁寧につ
くられた折り紙のプレゼントもあり、楽しい
交流となりました。

また、大手自動車メーカーの方に自動車技
術の将来について積極的な質問をする青年は、
キャリアパスを描き、目的を持ち勉強に励む
意気込みを感じさせるものでした。
参加者からは「日本の思い出や日本への期

待感等、生の声を聴く貴重な機会となりまし
た」との感想が寄せられました。

＊JP-MIRAI(責任ある外国人労働者受入プラット
フォーム)は、日本国内の関係者の皆様と協力し、
外国人労働者の権利をまもり、労働環境・生活
環境を改善することにより、責任をもって外国
人労働者を受入れ、外国人労働者から「選ばれ
る日本」となり、包摂的な経済成長と持続的な
社会の実現を目指す600団体以上が加盟する組織。

JIFAは発足当初から参加し、ゼロフィー研究会
の設立を呼びかけるなど、継続して、国際労働
基準に適合した適正な受入れをめざす活動に協
力している。

更井先生の演奏に合わせて「ふるさと」♪を
3番までの歌詞を覚えて唄う学資支援高校生たち

JIFAの協力者であるSON代表とTHASENCO日本語センター

JIFA派遣の更井先生
が土曜日に開催する
日本文化デーでは、
太巻きや習字などを
楽しみながら勉強で
き、学生に大好評

ハノイの送出し機関AUCO
でも楽しく日本文化交流
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一人でも多くの方に会員になっていただき活動へ参加下
さいますよう 皆様をお誘いください！

※ 支援金 学資支援(1口 10,000円）

ウクライナ支援（任意）

会費・支援金等は振込口座をご利用下さい

口座名：特定非営利活動法人 日本国際親善協会 

☆ゆうちょ銀行から 記号10150 番号 98253761

☆他の銀行からは 三井住友銀行新宿通支店

店番 661 普通 7274362

入会金 年会費(一口)

法人会員 30,000円 30,000円

個人正会員 10,000円 10,000円

個人賛助会員 5,000円 5,000円

学生会員 500円 1,000円

会員・寄付者・支援者 募集しています

ハティンでは地域における雇用機会が少なく、雇
用機会にありつけないことや就業の遅延が大きな負
担となることから、早い採用につなげるために高額
な仲介手数料を払っても仲介者に頼る傾向がありま
す。ベトナムの新法(2022年1月施行）では、送出
し機関は本人から仲介手数料を徴収してはいけない
ことになっているが、都市圏から離れた地域ほど、
仲介者が本人から徴収する傾向があります。また、
送出し機関や教育施設が地元にはほとんどないため
ハノイやホーチミンへ行かざるを得ず、費用負担が
増える傾向にあります。
このような現実を変えるには、ハティンにおいて

充実した教育機関を育て、日本語教育と日本を知る
地道な教育が求められている。そのためには、正確
な情報の基づき、良い人材を確保するためマッチン
グを適正に行うを通じて、企業への信頼の絆が帰属
意識となり、受入れ地方都市において、安定した雇
用の継続と転籍の抑制つながるものと思われます。

上図は、ベトナム政府が介護職種の送出し管理費を
10,000円/月以上と決めているため、他の職種に
比べてサービス手数料の負担額が少なくなる例。
他の職種でも、送出し管理費を10,000円とするこ
とで、本人負担額の低減につなげる受入企業、監理
団体、送出し機関が少しずつ増えつつあるります。

https://www.word.jifa.org/
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